
 

   令和６年５月 30 日 

生活文化スポーツ局 

 

子供の歯みがき中のケガに注意！ 
 
小さなお子さんが歯みがき中に転んだり、物や人にぶつかったりして、歯ブラシで 

口の中を切る、喉を突くなどの事故が起きています。 
東京消防庁管内では平成 30 年から令和４年までの５年間に、５歳以下の乳幼児が

歯みがき中に歯ブラシで受傷した事故により、182 人が救急搬送されています。※1 
毎年６月４日から10日は、「歯と口の健康週間」です。以下の「事故を防ぐポイント」

を参考に、改めて毎日の歯みがきの習慣を振り返り、事故を防ぎましょう。 

 

 

 

 

 

 
 

   

 
 

 

 

 

【参考】 

※1《乳幼児の歯みがき中の事故に注意！》東京消防庁 

https://www.tfd.metro.tokyo.lg.jp/lfe/topics/children/hamigaki.html 

※2《子供の歯ブラシの使用実態に関する調査報告書》東京くらしWEB（令和４年３月） 

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/anzen/kyougikai/h28/documents/r3_toothbrush_survey.pdf 

●子供が歯ブラシを口にくわえたまま走り壁にぶつかり喉に刺さった。（１歳） 

●洗面台で台から落ちて歯ブラシが口にあたって血が出た。（２歳） 

●自宅のリビングで歯ブラシをくわえたまま走り回り、転んで口の中が切れてしまった。（３歳） 

【危害・危険情報】 

事故事例 ※2 

●喉突き防止の対策を施した歯ブラシを使いましょう！ 

・事故の危険性の高い 3 歳前半までは、喉に突き刺さりにくい歯ブラシや 

喉の奥に入りにくい歯ブラシを使う。 

 

●歯みがきを行う場所や生活環境を見直しましょう！ 

・保護者の見守りの中で、床に座って歯みがきをさせる。 

ソファーなど不安定な場所や、動きながらの歯みがきはしない。 

  
 
・歯ブラシを口にくわえたまま、又は持たせたまま、子供を歩かせたり、 

踏み台に乗らせない。 
 
・保護者が仕上げみがきに使う歯ブラシは、子供に持たせたり、 

子供の手の届くところに置かない。 

事故を防ぐポイント 

詳しくはこちらをご覧ください。 

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp 

問合せ先 

東京都生活文化スポーツ局消費生活部生活安全課 

電話 ０３－５３８８－３０５５ 

こちらからダウンロードできます。 

喉突き防止対策が 
施された歯ブラシ 

事故防止のためのリーフレット 

喉突き事故の事例、歯みがき中の注意事項などについて、 
イラストを用いて、わかりやすくまとめています。 

立っているより座っている状態の方が、転倒時のケガのリスクを低減できます。 

https://www.shouhiseikatu.metro.tokyo.lg.jp/anzen/publication/documents/28_leaflet_pr.pdf

